












（ ）平成 年度の全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から、特に ｍシャトルランに大きな
課題があることがわかったため、阪南市内の小学校教員を主な対象として測定講習会を実施した。
①測定講習会
日時 平成 年 月 日（火） 〜
会場 阪南市立上荘小学校
対象 阪南市小学校教員 教員 名 市教育委員会 指導主事 名
内容 全国体力・運動能力、運動習慣等調査における ｍシャトルランの測定方法について













最近 年間の上荘小学校 年生の ｍシャトルランの結果を比較した。
①【 年生男子 平成 、 、 年度の結果比較】
























平成 年 月 日（火）に、堺ブレイザーズの選手によるバレーボール教室を実施し、プロのス
ポーツ選手とのふれあいを通じて、バレーボールに親しむことができた。
⑤大阪府万博誘致事業
平成 年 月 日（金）に、「 万博誘致× コラボサッカー教室」を実施し、サ
ッカースクールのコーチによるサッカーの指導を体験することができた。
 
４．まとめ 
平成 年度に続き、平成 年度においても和歌山大学との連携事業により、体力テストの意義と測
定方法についての理解が深まるとともに、子どもの体力の最大値を測り取ろうとする教員の意欲と最大
値を発揮しようとする子どもの意欲が向上したことで、特に課題であった シャトルランの結果向上
につながった。また、体力の最大値を正しく測定できれば決して全国と比較しても劣っていないことを
教員も児童も実感できたことが自信につながり、体力測定だけでなく、体力づくり全般に学校の取組が
広がった。さらなる体力の向上をめざし、今後も取組を前進させていく。
 
